
廃止措置等に向けた
中長期ロードマップ

廃止措置等に向けた取組
冷温停止達成以降（3/3）

 福島第一原発の廃止措置を終えるには、原子炉建屋内に残っている燃料や溶融（燃料デブ
リ）の取り出しが必須。

 このうち、燃料デブリの取り出しは過去に例のない困難な取組となるため、複数の工法に
ついて実現性を検証することとしている。

 そのための取組の一つとして、国内外の叡智を集めるため、燃料デブリ取り出し関連の技
術情報（公募期間：平成25年12月～翌年1月。提供情報数：194件（うち約4割は海外か
ら））や、燃料デブリ取り出しの工法や関連技術の国際公募（公募期間：平成26年6月～8
月。採択事業数：11件（うち3件は海外事業者））が実施されている。

冠水－上アクセス工法 気中－上アクセス工法 気中－横アクセス工法

燃料取り出し工法のイメージ事例 ：燃料デブリ
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中長期ロードマップ

廃止措置等に向けた取組
研究開発拠点の整備

 廃炉に関する技術基盤を確立するため、日本原子力研究開発機構（ＪＡＥＡ）が主体とな
って、①遠隔操作機器・装置の開発実証施設（モックアップ試験施設）、②放射性物質分
析・研究施設の整備・検討が進められている。

楢葉遠隔技術開発センター
完成予想図

試験棟
研究管理棟

遠隔操作機器
実証試験エリア

PCV下部補修
実証試験エリア

格納容器下部の実寸大模
型を設置し、漏えい箇所
を調査・補修するロボッ
トの実証試験や運転員の
訓練等を実施。

原子炉建屋内を模擬し
た障害物等を設置し、
調査、除染等に必要な
遠隔操作ロボットの実
証試験や運転員の訓練
等を実施。

安全祈願祭・起工式
（平成26年9月26日）

松浦ＪＡＥＡ理事長、高木経産省副大臣、山本文科省政務官、
浜田復興庁副大臣、村田福島県副知事、松本楢葉町長他（当
時）が出席

双葉

大熊

富岡

楢葉

福島第一原子力
発電所

楢葉南工業団地

約20km

浪江モックアップ試験施設
放射性物質分析・研究施設

※建設計画を検討中

JAEA「楢葉遠隔技術開発センターの概要」より作成
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